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1. 研究の背景と達成目標 
ナノインプリントは接触プロセスであるため、金型（モールド、テンプレート）と被転写材の間に、気

泡、希釈溶媒、及び分解ガスが生じると、転写形状の欠陥やモールドの破損を引き起こす課題があった。 
金型にガス透過性を付与することで加工欠陥を改善し、被転写材に希釈溶媒や分解ガスが生じる分子系

の使用が可能となる研究の狙いがあった。達成目標・マイルストーンを以下に示す。 
達成目標：ガス透過性金型の特性改善 
① 転写成功回数（耐久性）の向上：50 回（当初）→ 100 回以上（目標） 
② 大面積化：直径１cm（当初）→ 直径 10cm（目標） 
③ 実用化：試作品提供無し（当初）→ 試作品提供数 2 機関以上（目標） 

 
2. 主な研究成果と社会、学術へのインパクト 
① 転写成功回数（耐久性）の向上：100 回以上（目標達成） 
ガス透過性金型の架橋密度改善と離型添加剤の導入が鍵となった。 

② 大面積化：直径 10cm（目標達成） 
量産化に対応できるガス透過性大型金型の製造法を開発した。 

③ 実用化：試作品提供数３機関（目標達成） 
ガロンスケールでガス透過性金型を合成し、試作品を 3 機関に提供した。 

 
3. 研究成果 
植物の多孔質分子構造とガス透過メカニズム解析を活用して、耐久性に優れ、大面積化が可能なガス透

過性金型の試作品を提供し、高付加価値電子材料の実用化の目途をつけた。研究結果は県内金型メーカー、
抗菌性プラスチックメーカー、富山県産業技術研究開発センター、県外装置・機械・化学メーカー、及び
財団等合計 12 機関から研究支援が得られる比較的大規模な開発体制を構築できた。 

 
4. 今後の展開 
本研究成果物であるガス透過性金型の主成分を高度利用することにより、周辺関連派生電子材料「有機

溶媒を全く不要とする環境配慮リソグラフィ用水塗布・水現像マイクロパターニング材を有償譲渡し、事

 



 

 

業化の目途をつけた。プラスチック基板上にマイクロ加工できる利点がある。本研究成果の社会還元を進
め、諸外国の主要大学に比べ劣ると言われる我が国の実用化研究の存在意義を高める。 
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